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がんばる畜産

畜産現場の“今”を30分の番組にしました
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください
配信中の内容：総集編 思いが繋ぐ畜産の未来／明るい未来へ向け

て畜産DXの取り組み／乳用牛改良の取り組み／地
域ぐるみで国産飼料生産！　ほか

　
農
業
の
発
展
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方

へ
贈
ら
れ
る
公
益
社
団
法
人
大
日
本
農
会

の
令
和
6
年
度
農
事
功
績
者
表
彰
で
、
神

奈
川
中
央
養
鶏
農
業
協
同
組
合
会
長
の
彦

坂
茂
氏（
座
間
市
、
採
卵
鶏
経
営（
法
人
））

が
緑
白
綬
有
功
章
を
受
章
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
14
日
（
木
）
に
は
、
大
日
本

農
会
総
裁
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
の
御
臨
席
の

下
、
赤
坂
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
A
I
R 

に

お
い
て
、
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

今
般
、
栄
え
あ
る
受
章
を
お
祝
い
す
る
記

念
祝
賀
会
が
、
令
和
7
年
4
月
17
日
（
木
）

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー

ズ
に
て
関
係
者
1
1
1
名
が
集
い
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
彦
坂
茂
氏

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
ウ
イ
ン
ド
レ
ス
鶏

舎
の
導
入
と
と
も
に
省
力
機
械
を
導
入
し

て
農
場
の
衛
生
管
理
対
策
を
推
進
し
、
安

全
安
心
な
鶏
卵
の
生
産
体
制
を
確
立
し
て

加
工
販
売
や
海
外
輸
出
等
の
販
売
の
多
角

化
を
実
現
、
ま
た
、
養
鶏
場
の
近
代
化
を

率
先
し
地
域
農
家
へ
の
新
技
術
導
入
に
寄

与
し
、
地
域
雇
用
の
創
出
と
6
次
産
業
の

推
進
及
び
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
貢
献
、
さ

ら
に
は
他
畜
種
の
団
体
と
協
力
し
て
、
農

畜
産
物
の
P
R
活
動
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
多
数
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
名
誉
あ

彦
坂
茂
氏
　
大
日
本
農
会

緑
白
綬
有
功
章
受
章

記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
る

る
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
彦
坂
茂
氏
か

ら
、「
緑
白
綬
有
功
章
を
拝
受
し
た
こ
と

は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
関
係
各
位

の
多
大
な
る
ご
支
援
の
お
か
げ
と
心
よ
り

感
謝
し
て
い
ま
す
。
も
と
よ
り
、
故
彦
坂

茂
一
氏
、
故
彦
坂
恒
夫
氏
、
故
彦
坂
治
美

氏
の
築
き
上
げ
た
も
の
が
あ
れ
ば
こ
そ
今

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
神

奈
川
県
の
畜
産
業
界
の
発
展
の
た
め
に
、

若
い
人
た
ち
の
育
成
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
た
い
」
と
の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
畜
産
会
　
髙
尾
）

  6月16日（月）～6月20日（金）ナイター
7月 7日（月）～7月11日（金）ナイター

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立てられています。

日催開馬競崎川
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こ
の
た
び
、
神
奈
川
県
環
境
農
政
局
農

水
産
部
畜
産
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
県
職
員
と
し
て
培
っ
て
き
た

経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
県
内
畜
産
業
の

発
展
に
向
け
て
、
微
力
な
が
ら
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
国
内
で
は
豚
熱
や
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
後
を
絶
た
ず
、

畜
産
業
に
と
っ
て
重
大
な
脅
威
と
な
っ
て

い
ま
す
。
口
蹄
疫
や
ア
フ
リ
カ
豚
熱
は
、

隣
国
で
あ
る
韓
国
や
中
国
で
発
生
が
相
次

い
で
お
り
、
国
内
へ
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込

ま
れ
な
い
よ
う
国
は
水
際
対
策
を
徹
底
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
決
し

て
予
断
が
許
さ
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
神
奈
川
県
と
し
ま
し
て
も
、
皆
様
が

安
心
し
て
経
営
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

新
任
所
属
長
は
　

佐
藤 

剛
志
　畜
産
課
長

小
菅 

知
之
　畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

島
村
　 

剛
　県
央
家
保
所
長

仲
澤 
浩
江
　湘
南
家
保
所
長

◎
畜
産
課

▽
課
長
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
企
画
指
導

部
長
）
佐
藤
剛
志
▽
課
長
代
理
（
同 

調

整
グ
ル
ー
プ
技
幹
）甲
斐
崇
▽
調
整
グ
ル
ー

プ
技
幹
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
企
画
研
究

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

神
奈
川
県
畜
産
課
長
　
佐さ

と
う藤 

剛た
か

志し

県
人
事
異
動（
順
不
同
）

（
四
月一日
付
）

域
の
家
畜
保
健
衛
生
所
が
実
施
す
る
衛
生

対
策
指
導
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
引
き
続
き
発
生
予
防
対
策
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
堆
肥
の
流
通
停
滞
や
飼
料
価
格

高
止
ま
り
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
堆
肥
の
利
用
促
進

や
飼
料
作
物
栽
培
体
系
の
実
証
に
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
畜

産
農
家
と
耕
種
農
家
が
堆
肥
と
飼
料
を
お

互
い
に
供
給
し
合
う
モ
デ
ル
地
域
を
支
援

し
、
良
質
堆
肥
に
よ
る
地
力
低
下
の
解
消

と
飼
料
生
産
基
盤
の
確
保
に
よ
る
畜
産
経

営
の
安
定
化
を
目
指
し
ま
す
。

一
方
、
神
奈
川
で
生
ま
れ
育
っ
た
家
畜

か
ら
生
産
さ
れ
た
畜
産
物
の
魅
力
を
、
広

く
県
民
へ
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な

課
題
で
す
。
販
売
戦
略
の
強
化
に
取
り
組

む
「
か
な
が
わ
畜
産
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
」
の
活
動
で
は
、
皆
様
が
培
っ
て
き
た

安
心
安
全
で
お
い
し
い
畜
産
物
の
生
産
や

販
売
に
向
け
た
技
術
力
や
知
識
・
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
販

路
拡
大
を
狙
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信
や
地
元
産
食
材

を
求
め
る
飲
食
業
界
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
耕
畜
連

携
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
農
畜
産
物
を
「
エ

シ
カ
ル
農
畜
産
物
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

し
、
地
元
で
の
エ
シ
カ
ル
消
費
を
通
じ
、

都
市
型
畜
産
に
対
す
る
県
民
の
理
解
醸
成

を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

令
和
8
年
に
は
、
神
奈
川
県
畜
産
会
は

設
立
70
周
年
を
迎
え
る
と
う
か
が
っ
て
お
り

ま
す
。
長
年
に
渡
り
、
本
県
畜
産
業
の
振
興

と
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
神
奈
川
県
畜
産

会
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
あ
る
神
奈
川
県
畜
産

会
を
は
じ
め
、
J
A
、
畜
産
関
係
団
体
や

市
町
村
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
生
産
者
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
、

畜
産
振
興
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

課
主
任
研
究
員
）
西
田
浩
司
▽
調
整
グ

ル
ー
プ
主
査
（
同 

畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ

主
査
）
堀
口
昌
秀
▽
調
整
グ
ル
ー
プ
主
事

（
新
採
用
）
行
友
貴
洋
▽
畜
産
振
興
グ
ル
ー

プ
副
技
幹
（
同 

主
査
）
平
野
幸
子
▽
畜

産
振
興
グ
ル
ー
プ
技
師
（
食
肉
衛
生
検
査

所
技
師
）
飯
島
智
大
▽
畜
産
振
興
グ
ル
ー

プ
技
師
（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
技
師
）

古
瀬
歩
美
▽
畜
産
環
境
グ
ル
ー
プ
G
L

（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
防
疫
課
長
）
荒

木
悦
子
▽
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
副
技
幹

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
主
査
）
山
本
英

子
▽
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
主
任
技
師
（
湘

南
家
畜
保
健
衛
生
所
主
任
技
師
）
安
井
嘉

代
子
▽
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
主
事
（
新
採

用
）
今
井
知
之

◎
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所

▽
所
長
（
畜
産
課
課
長
代
理
）
島
村
剛
▽

防
疫
課
長
（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
防
疫

課
長
）
池
田
知
美
▽
防
疫
課
技
幹
（
湘
南

家
畜
保
健
衛
生
所
長
）
久
末
修
司
▽
防
疫

課
技
師
（
新
採
用
）
春
口
知
輝
▽
防
疫
課

主
任
専
門
員
（
再
任
用
）（
東
部
出
張
所

家
畜
専
門
指
導
員
）
箭
内
誉
志
德
▽
病
性

鑑
定
課
技
師
（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
技

師
）
塚
歩
知
▽
病
性
鑑
定
課
主
任
専
門
員

（
再
任
用
）（
同 

技
幹
）
英
俊
征
▽
東
部

出
張
所
主
査
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
主
任

研
究
員
）
川
端
光
宏
▽
東
部
出
張
所
専
門

員
（
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
専
門
員
）

荒
井
眞
弓
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神
奈
川
県
の
令
和
7
年
度
当
初
予
算
案

は
、
新
か
な
が
わ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

掲
げ
る
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
の

予
算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
つ
社
会
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
推
進
を
図

る
ほ
か
、
2
0
5
0
年
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
な
ど
、
喫
緊

の
課
題
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
が
い
児
・

者
の
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
災
害
に
強

い
か
な
が
わ
」
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
な
が
ら
県
民
目

線
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
で
、

令
和
7
年
度
県
畜
産
関
係

当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

◎
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所

▽
所
長
（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
長
）
仲

澤
浩
江
▽
企
画
指
導
課
主
任
技
師
（
県
央

家
畜
保
健
衛
生
所
主
任
技
師
）
佐
々
木
麻

優
子
▽
防
疫
課
長
（
畜
産
課
安
全
管
理
グ

ル
ー
プ
副
技
幹
）
閏
間
佐
和
子
▽
防
疫
課

主
査
（
食
肉
衛
生
検
査
所
主
査
）
辻
寛
子

▽
防
疫
課
主
任
技
師
（
県
央
家
畜
保
健
衛

生
所
主
任
技
師
）
戸
田
久
美
子
▽
防
疫
課

主
任
技
師
（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
技
師
）

海
老
澤
久
美
子
▽
防
疫
課
技
師
（
新
採
用
）

池
田
光
慶
▽
防
疫
課
主
任
専
門
員
（
再
任

用
）（
県
央
家
保
防
疫
課
主
任
専
門
員
（
再

任
用
））
後
藤
裕
克

◎
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

▽
所
長
（
畜
産
課
長
）
小
菅
知
之
▽
企
画

指
導
部
長
（
同 

普
及
指
導
課
長
）
仲
澤

慶
紀
▽
管
理
課
主
査
（
県
西
地
域
県
政
総

合
セ
ン
タ
ー
森
林
保
全
課
主
査
）
吉
田
昌

樹
▽
管
理
課
主
事
（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
主

事
）
中
島
寛
己
▽
企
画
研
究
課
主
任
研
究

員
（
畜
産
課
調
整
グ
ル
ー
プ
副
技
幹
）
白

石
葉
子
▽
企
画
研
究
課
主
任
研
究
員
（
畜

産
課
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ
副
技
幹
）
齋
藤

直
美
▽
企
画
研
究
課
技
師
（
新
採
用
）
田

村
紗
来
▽
普
及
指
導
課
長
（
県
西
地
域
県

政
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
農
政
推
進
課
副
技

幹
）
平
井
久
美
子

◎
そ
の
他

▽
湘
南
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
農
政
推

進
課
長
（
畜
産
課
畜
産
環
境
グ
ル
ー
プ

G
L
）
森
一
憲
▽
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ

ン
タ
ー
総
務
課
主
事
（
畜
産
課
調
整
グ

ル
ー
プ
主
事
）
池
言
乃
▽
健
康
医
療
局
総

務
室
主
任
主
事
（
畜
産
課
安
全
管
理
グ

ル
ー
プ
主
任
主
事
）
西
澤
友
宏
▽
食
肉
衛

生
検
査
所
主
任
技
師
（
県
央
家
畜
保
健
衛

生
所
技
師
）
野
川
英
明
▽
食
肉
衛
生
検
査

所
技
師
（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
技
師
）

久
保
田
彩
▽
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン

タ
ー
県
民
・
防
災
課
長
（
畜
産
技
術
セ
ン

タ
ー
副
主
幹
）
古
野
一
平
▽
横
須
賀
土
木

事
務
所
主
任
主
事
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

主
任
主
事
）
小
島
富
子
▽
湘
南
地
域
県
政

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
農
政
推
進
課
主
査

（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）
引

地
宏
二
▽
横
浜
川
崎
地
区
農
政
事
務
所
地

域
農
政
推
進
課
副
技
幹
（
湘
南
地
域
県
政

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
農
政
推
進
課
副
技

幹
）
辻
浩
之
▽
県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
農
政
推
進
課
副
技
幹
（
横
浜
川

崎
地
区
農
政
事
務
所
副
技
幹
）
折
原
惟
子

◎
退
職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▽
坂
上
信
忠
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
阪
本
雅
紀
（
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
農
政
推
進
課
長
）
▽
森
村
裕
之

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
専
門
家
畜
指
導

員
）
▽
浅
川
祐
二
（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生

所
主
査
）
▽
岡
京
子
（
畜
産
課
安
全
管
理

グ
ル
ー
プ
技
師
）

新
規
採
用
職
員
紹
介

畜
産
課
調
整
G

　行ゆ
き

友と
も

貴た
か

洋ひ
ろ

畜
産
課
安
全
管
理
G

　今い
ま

井い

知と
も

之ゆ
き

県
央
家
保
防
疫
課

　春は
る

口ぐ
ち

知と
も

輝き

湘
南
家
保
防
疫
課

　池い
け

田だ

光ひ
よ
し慶

畜
産
技
術
C
企
画
研
究
課

　田た

村む
ら

紗さ

来き

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
や
さ
し
い
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
畜
産
課
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
畜
産
経
営
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、

○
生
産
能
力
の
高
い
優
れ
た
乳
牛
の
増
産
技

術
を
活
用
し
た
生
産
基
盤
の
強
化
へ
の
取
組

○
国
産
飼
料
確
保
や
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
活
用
に

向
け
た
取
組
支
援
○
県
産
畜
産
物
の
評
価
を

高
め
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
の
取
組
支

援
○
特
定
家
畜
伝
染
病
（
豚
熱
、
口
蹄
疫
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
）
に
つ
い
て
、
農
場
の

飼
養
衛
生
管
理
の
強
化
等
に
よ
る
発
生
予
防

や
万
が
一
発
生
し
た
際
に
備
え
た
体
制
の
充

実
・
強
化
へ
の
取
組
○
畜
産
業
に
お
け
る
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
〇
畜
産
農

家
と
耕
種
農
家
の
連
携
（
耕
畜
連
携
）
を
推

進
し
、
良
質
堆
肥
生
産
及
び
供
給
態
勢
構
築

や
耕
種
農
家
に
よ
る
飼
料
作
物
栽
培
体
系
の

実
証
を
行
う
と
と
も
に
、
生
産
さ
れ
た
農
産

物
の
高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
検
討
を
行
う

な
ど
、
総
合
的
な
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

予
算
規
模
は
5
億
4
、6
0
0
万
円
で

あ
り
、
以
下
に
施
策
分
野
ご
と
に
整
理
し

た
主
な
事
業
等
を
紹
介
し
ま
す
。

1 

畜
産
技
術
振
興
関
係

　2 

0
、9
4
9
千
円

飼
料
の
輸
入
依
存
体
質
か
ら
脱
却
し
、

飼
料
基
盤
の
安
定
強
化
を
図
る
た
め
、
飼

料
生
産
に
向
け
た
作
付
け
の
奨
励
、
国
産

飼
料
の
調
達
に
向
け
た
経
費
支
援
、
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
等
の
推
進
に
向
け
た
飼
料
成
分
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こ
の
た
び
、
神
奈
川
県
環
境
農
政
局
農

水
産
部
畜
産
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
県
職
員
と
し
て
培
っ
て
き
た

経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
県
内
畜
産
業
の

発
展
に
向
け
て
、
微
力
な
が
ら
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
国
内
で
は
豚
熱
や
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
後
を
絶
た
ず
、

畜
産
業
に
と
っ
て
重
大
な
脅
威
と
な
っ
て

い
ま
す
。
口
蹄
疫
や
ア
フ
リ
カ
豚
熱
は
、

隣
国
で
あ
る
韓
国
や
中
国
で
発
生
が
相
次

い
で
お
り
、
国
内
へ
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込

ま
れ
な
い
よ
う
国
は
水
際
対
策
を
徹
底
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
決
し

て
予
断
が
許
さ
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
神
奈
川
県
と
し
ま
し
て
も
、
皆
様
が

安
心
し
て
経
営
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

新
任
所
属
長
は
　

佐
藤 

剛
志
　畜
産
課
長

小
菅 

知
之
　畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

島
村
　 

剛
　県
央
家
保
所
長

仲
澤 

浩
江
　湘
南
家
保
所
長

◎
畜
産
課

▽
課
長
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
企
画
指
導

部
長
）
佐
藤
剛
志
▽
課
長
代
理
（
同 

調

整
グ
ル
ー
プ
技
幹
）甲
斐
崇
▽
調
整
グ
ル
ー

プ
技
幹
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
企
画
研
究

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

神
奈
川
県
畜
産
課
長
　
佐さ

と
う藤 

剛た
か

志し

県
人
事
異
動（
順
不
同
）

（
四
月一日
付
）

域
の
家
畜
保
健
衛
生
所
が
実
施
す
る
衛
生

対
策
指
導
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
引
き
続
き
発
生
予
防
対
策
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
堆
肥
の
流
通
停
滞
や
飼
料
価
格

高
止
ま
り
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
堆
肥
の
利
用
促
進

や
飼
料
作
物
栽
培
体
系
の
実
証
に
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
畜

産
農
家
と
耕
種
農
家
が
堆
肥
と
飼
料
を
お

互
い
に
供
給
し
合
う
モ
デ
ル
地
域
を
支
援

し
、
良
質
堆
肥
に
よ
る
地
力
低
下
の
解
消

と
飼
料
生
産
基
盤
の
確
保
に
よ
る
畜
産
経

営
の
安
定
化
を
目
指
し
ま
す
。

一
方
、
神
奈
川
で
生
ま
れ
育
っ
た
家
畜

か
ら
生
産
さ
れ
た
畜
産
物
の
魅
力
を
、
広

く
県
民
へ
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な

課
題
で
す
。
販
売
戦
略
の
強
化
に
取
り
組

む
「
か
な
が
わ
畜
産
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
」
の
活
動
で
は
、
皆
様
が
培
っ
て
き
た

安
心
安
全
で
お
い
し
い
畜
産
物
の
生
産
や

販
売
に
向
け
た
技
術
力
や
知
識
・
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
販

路
拡
大
を
狙
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信
や
地
元
産
食
材

を
求
め
る
飲
食
業
界
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
耕
畜
連

携
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
農
畜
産
物
を
「
エ

シ
カ
ル
農
畜
産
物
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

し
、
地
元
で
の
エ
シ
カ
ル
消
費
を
通
じ
、

都
市
型
畜
産
に
対
す
る
県
民
の
理
解
醸
成

を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

令
和
8
年
に
は
、
神
奈
川
県
畜
産
会
は

設
立
70
周
年
を
迎
え
る
と
う
か
が
っ
て
お
り

ま
す
。
長
年
に
渡
り
、
本
県
畜
産
業
の
振
興

と
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
神
奈
川
県
畜
産

会
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
あ
る
神
奈
川
県
畜
産

会
を
は
じ
め
、
J
A
、
畜
産
関
係
団
体
や

市
町
村
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
生
産
者
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
、

畜
産
振
興
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

課
主
任
研
究
員
）
西
田
浩
司
▽
調
整
グ

ル
ー
プ
主
査
（
同 

畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ

主
査
）
堀
口
昌
秀
▽
調
整
グ
ル
ー
プ
主
事

（
新
採
用
）
行
友
貴
洋
▽
畜
産
振
興
グ
ル
ー

プ
副
技
幹
（
同 

主
査
）
平
野
幸
子
▽
畜

産
振
興
グ
ル
ー
プ
技
師
（
食
肉
衛
生
検
査

所
技
師
）
飯
島
智
大
▽
畜
産
振
興
グ
ル
ー

プ
技
師
（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
技
師
）

古
瀬
歩
美
▽
畜
産
環
境
グ
ル
ー
プ
G
L

（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
防
疫
課
長
）
荒

木
悦
子
▽
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
副
技
幹

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
主
査
）
山
本
英

子
▽
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
主
任
技
師
（
湘

南
家
畜
保
健
衛
生
所
主
任
技
師
）
安
井
嘉

代
子
▽
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
主
事
（
新
採

用
）
今
井
知
之

◎
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所

▽
所
長
（
畜
産
課
課
長
代
理
）
島
村
剛
▽

防
疫
課
長
（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
防
疫

課
長
）
池
田
知
美
▽
防
疫
課
技
幹
（
湘
南

家
畜
保
健
衛
生
所
長
）
久
末
修
司
▽
防
疫

課
技
師
（
新
採
用
）
春
口
知
輝
▽
防
疫
課

主
任
専
門
員
（
再
任
用
）（
東
部
出
張
所

家
畜
専
門
指
導
員
）
箭
内
誉
志
德
▽
病
性

鑑
定
課
技
師
（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
技

師
）
塚
歩
知
▽
病
性
鑑
定
課
主
任
専
門
員

（
再
任
用
）（
同 

技
幹
）
英
俊
征
▽
東
部

出
張
所
主
査
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
主
任

研
究
員
）
川
端
光
宏
▽
東
部
出
張
所
専
門

員
（
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
専
門
員
）

荒
井
眞
弓
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神
奈
川
県
の
令
和
7
年
度
当
初
予
算
案

は
、
新
か
な
が
わ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

掲
げ
る
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
の

予
算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
つ
社
会
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
推
進
を
図

る
ほ
か
、
2
0
5
0
年
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
な
ど
、
喫
緊

の
課
題
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
が
い
児
・

者
の
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
災
害
に
強

い
か
な
が
わ
」
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
な
が
ら
県
民
目

線
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
で
、

令
和
7
年
度
県
畜
産
関
係

当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

◎
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所

▽
所
長
（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
長
）
仲

澤
浩
江
▽
企
画
指
導
課
主
任
技
師
（
県
央

家
畜
保
健
衛
生
所
主
任
技
師
）
佐
々
木
麻

優
子
▽
防
疫
課
長
（
畜
産
課
安
全
管
理
グ

ル
ー
プ
副
技
幹
）
閏
間
佐
和
子
▽
防
疫
課

主
査
（
食
肉
衛
生
検
査
所
主
査
）
辻
寛
子

▽
防
疫
課
主
任
技
師
（
県
央
家
畜
保
健
衛

生
所
主
任
技
師
）
戸
田
久
美
子
▽
防
疫
課

主
任
技
師
（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
技
師
）

海
老
澤
久
美
子
▽
防
疫
課
技
師
（
新
採
用
）

池
田
光
慶
▽
防
疫
課
主
任
専
門
員
（
再
任

用
）（
県
央
家
保
防
疫
課
主
任
専
門
員
（
再

任
用
））
後
藤
裕
克

◎
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

▽
所
長
（
畜
産
課
長
）
小
菅
知
之
▽
企
画

指
導
部
長
（
同 

普
及
指
導
課
長
）
仲
澤

慶
紀
▽
管
理
課
主
査
（
県
西
地
域
県
政
総

合
セ
ン
タ
ー
森
林
保
全
課
主
査
）
吉
田
昌

樹
▽
管
理
課
主
事
（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
主

事
）
中
島
寛
己
▽
企
画
研
究
課
主
任
研
究

員
（
畜
産
課
調
整
グ
ル
ー
プ
副
技
幹
）
白

石
葉
子
▽
企
画
研
究
課
主
任
研
究
員
（
畜

産
課
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ
副
技
幹
）
齋
藤

直
美
▽
企
画
研
究
課
技
師
（
新
採
用
）
田

村
紗
来
▽
普
及
指
導
課
長
（
県
西
地
域
県

政
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
農
政
推
進
課
副
技

幹
）
平
井
久
美
子

◎
そ
の
他

▽
湘
南
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
農
政
推

進
課
長
（
畜
産
課
畜
産
環
境
グ
ル
ー
プ

G
L
）
森
一
憲
▽
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ

ン
タ
ー
総
務
課
主
事
（
畜
産
課
調
整
グ

ル
ー
プ
主
事
）
池
言
乃
▽
健
康
医
療
局
総

務
室
主
任
主
事
（
畜
産
課
安
全
管
理
グ

ル
ー
プ
主
任
主
事
）
西
澤
友
宏
▽
食
肉
衛

生
検
査
所
主
任
技
師
（
県
央
家
畜
保
健
衛

生
所
技
師
）
野
川
英
明
▽
食
肉
衛
生
検
査

所
技
師
（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
技
師
）

久
保
田
彩
▽
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン

タ
ー
県
民
・
防
災
課
長
（
畜
産
技
術
セ
ン

タ
ー
副
主
幹
）
古
野
一
平
▽
横
須
賀
土
木

事
務
所
主
任
主
事
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

主
任
主
事
）
小
島
富
子
▽
湘
南
地
域
県
政

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
農
政
推
進
課
主
査

（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）
引

地
宏
二
▽
横
浜
川
崎
地
区
農
政
事
務
所
地

域
農
政
推
進
課
副
技
幹
（
湘
南
地
域
県
政

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
農
政
推
進
課
副
技

幹
）
辻
浩
之
▽
県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
農
政
推
進
課
副
技
幹
（
横
浜
川

崎
地
区
農
政
事
務
所
副
技
幹
）
折
原
惟
子

◎
退
職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▽
坂
上
信
忠
（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
阪
本
雅
紀
（
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
農
政
推
進
課
長
）
▽
森
村
裕
之

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
専
門
家
畜
指
導

員
）
▽
浅
川
祐
二
（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生

所
主
査
）
▽
岡
京
子
（
畜
産
課
安
全
管
理

グ
ル
ー
プ
技
師
）

新
規
採
用
職
員
紹
介

畜
産
課
調
整
G

　行ゆ
き

友と
も

貴た
か

洋ひ
ろ

畜
産
課
安
全
管
理
G

　今い
ま

井い

知と
も

之ゆ
き

県
央
家
保
防
疫
課

　春は
る

口ぐ
ち

知と
も

輝き

湘
南
家
保
防
疫
課

　池い
け

田だ

光ひ
よ
し慶

畜
産
技
術
C
企
画
研
究
課

　田た

村む
ら

紗さ

来き

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
や
さ
し
い
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
畜
産
課
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
畜
産
経
営
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、

○
生
産
能
力
の
高
い
優
れ
た
乳
牛
の
増
産
技

術
を
活
用
し
た
生
産
基
盤
の
強
化
へ
の
取
組

○
国
産
飼
料
確
保
や
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
活
用
に

向
け
た
取
組
支
援
○
県
産
畜
産
物
の
評
価
を

高
め
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
の
取
組
支

援
○
特
定
家
畜
伝
染
病
（
豚
熱
、
口
蹄
疫
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
）
に
つ
い
て
、
農
場
の

飼
養
衛
生
管
理
の
強
化
等
に
よ
る
発
生
予
防

や
万
が
一
発
生
し
た
際
に
備
え
た
体
制
の
充

実
・
強
化
へ
の
取
組
○
畜
産
業
に
お
け
る
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
〇
畜
産
農

家
と
耕
種
農
家
の
連
携
（
耕
畜
連
携
）
を
推

進
し
、
良
質
堆
肥
生
産
及
び
供
給
態
勢
構
築

や
耕
種
農
家
に
よ
る
飼
料
作
物
栽
培
体
系
の

実
証
を
行
う
と
と
も
に
、
生
産
さ
れ
た
農
産

物
の
高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
検
討
を
行
う

な
ど
、
総
合
的
な
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

予
算
規
模
は
5
億
4
、6
0
0
万
円
で

あ
り
、
以
下
に
施
策
分
野
ご
と
に
整
理
し

た
主
な
事
業
等
を
紹
介
し
ま
す
。

1 

畜
産
技
術
振
興
関
係
　2 

0
、9
4
9
千
円

飼
料
の
輸
入
依
存
体
質
か
ら
脱
却
し
、

飼
料
基
盤
の
安
定
強
化
を
図
る
た
め
、
飼

料
生
産
に
向
け
た
作
付
け
の
奨
励
、
国
産

飼
料
の
調
達
に
向
け
た
経
費
支
援
、
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
等
の
推
進
に
向
け
た
飼
料
成
分
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分
析
等
を
行
い
ま
す
。

畜
産
経
営
の
健
全
な
発
展
を
推
進
す
る

た
め
、
生
産
・
経
営
技
術
指
導
を
行
う
ほ

か
、
家
畜
商
・
家
畜
人
工
授
精
師
免
許
交

付
事
務
及
び
畜
産
業
振
興
事
業
等
の
受
託

事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

2 

畜
産
飼
料
対
策
関
係

�

　1
、2
6
8
千
円

飼
料
製
造
業
者
等
へ
の
指
導
及
び
飼
料

の
分
析
検
査
等
を
行
う
と
と
も
に
畜
産
農

家
へ
の
適
正
使
用
指
導
を
行
う
ほ
か
、
配

合
飼
料
価
格
安
定
対
策
事
業
に
対
し
て
補

助
し
ま
す
。

3 

生
乳
流
通
改
善
調
整
事
業
関
係

�

　3
、3
6
8
千
円

良
質
な
生
乳
の
生
産
振
興
の
推
進
等
に

対
し
て
補
助
す
る
と
と
も
に
、
加
工
原
料

乳
生
産
者
補
給
金
制
度
の
適
正
な
運
営
を

図
り
ま
す
。

4 

食
肉
鶏
卵
流
通
改
善
事
業
関
係

�

　8
、8
6
9
千
円

鶏
卵
の
価
格
安
定
対
策
事
業
及
び
養
豚

経
営
安
定
資
金
の
造
成
に
対
し
て
補
助
し

ま
す
。

5 

酪
農
活
性
化
推
進
事
業
関
係

�

　5
、1
9
5
千
円

酪
農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
酪
農

関
係
団
体
と
連
携
し
、
経
済
性
を
重
視
し

た
後
継
牛
確
保
の
た
め
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
若
者
の

県
内
酪
農
業
へ
の
就
職
を
促
進
す
る
た

め
、
県
内
高
校
生
等
の
牧
場
に
お
け
る
実

践
的
研
修
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。

6 

畜
産
経
営
環
境
整
備
事
業
関
係

�

　6
、1
3
1
千
円

家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正
処
理
を
指
導
す

る
と
と
も
に
、
開
放
豚
舎
の
気
流
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
臭
気
を
集
約
す
る

方
法
や
効
率
よ
く
脱
臭
す
る
方
法
を
検
討

し
ま
す
。

7 

元
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
関
係

�
　5 
5
、6
1
5
千
円

大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
跡
地
の
適
正
な

管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
牧
道
を
県
営
林

道
に
移
管
す
る
た
め
、
県
営
林
道
と
し
て

利
用
者
が
安
全
に
利
用
し
、
県
が
確
実
に

管
理
で
き
る
よ
う
、
安
全
施
設
の
設
置
等
、

確
定
し
た
規
格
に
基
づ
き
工
事
を
実
施

し
、
県
営
林
道
に
移
管
し
ま
す
。

8 

養
豚
対
策
関
係

�

　3 

8
、0
7
0
千
円

養
豚
経
営
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
造
成
し
た
優
れ
た

能
力
を
持
つ
系
統
豚
を
活
用
し
た
豚
肉
の

銘
柄
化
を
進
め
ま
す
。

9 

畜
産
物
販
売
促
進
事
業
関
係

�

　6
、7
3
3
千
円

県
産
畜
産
物
の
評
価
を
高
め
販
路
拡
大

に
つ
な
げ
る
た
め
、
県
と
生
産
者
団
体
で

構
成
す
る
協
議
会
に
お
い
て
、
認
知
度
向

上
に
資
す
る
情
報
発
信
力
の
強
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
県
産
肉
用
鶏
「
か
な
が

わ
鶏
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
向
け
た

取
組
な
ど
、
県
産
畜
産
物
の
出
口
戦
略
を

推
進
し
ま
す
。

10 

耕
畜
連
携
推
進
事
業
費

�

　1 

8
、3
8
4
千
円

畜
産
農
家
と
耕
種
農
家
の
連
携
（
耕
畜

連
携
）
を
推
進
し
、
良
質
堆
肥
の
生
産
、

供
給
態
勢
構
築
や
耕
種
農
家
に
よ
る
飼
料

作
物
栽
培
体
系
の
実
証
を
行
う
と
と
も

に
、
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
高
付
加
価
値

化
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

11 

家
畜
保
健
衛
生
費

�

　2
3
2
、0
0
0
千
円

口
蹄
疫
や
ヨ
ー
ネ
病
等
の
家
畜
伝
染
病

の
発
生
予
防
及
び
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た

め
、
検
査
や
指
導
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
迅
速
か
つ
的
確
な
初
動
防
疫
を
実
施

し
、
ま
ん
延
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

家
畜
の
慢
性
疾
病
対
策
や
畜
産
物
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
畜
産
農
家
へ
の
衛

生
対
策
指
導
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
医

薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及

び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
動
物
用
医
薬
品
の
適
正
な
製
造
・
販

売
等
の
監
視
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
獣

医
師
法
や
獣
医
療
法
に
基
づ
く
適
切
な
獣

医
療
を
提
供
す
る
事
業
に
対
す
る
補
助
や

獣
医
師
等
へ
の
指
導
監
督
を
行
い
ま
す
。

12 

特
定
家
畜
伝
染
病
対
策
事
業
費

�

　1
3
7
、6
9
1
千
円

�

（
家
畜
保
健
衛
生
費
の
内
数
）

家
畜
伝
染
病
の
う
ち
、
発
生
時
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
特
定
家
畜
伝
染
病
（
豚

熱
、
口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
）

に
つ
い
て
、
農
場
の
飼
養
衛
生
管
理
の
強

化
等
に
よ
り
、
県
内
に
お
け
る
発
生
予
防

を
図
る
と
と
も
に
、
万
が
一
発
生
し
た
際

に
備
え
た
体
制
の
充
実
・
強
化
を
行
い
ま

す
。

13 

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
費

�

　1
4
9
、4
1
6
千
円

高
能
力
家
畜
の
改
良
増
殖
を
図
る
た
め

の
O
P
U
等
の
受
精
卵
移
植
技
術
や
、

都
市
と
調
和
し
た
畜
産
経
営
を
行
う
た
め

の
畜
舎
排
水
の
高
度
処
理
技
術
、
牛
由
来

の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
有
効
な
地
域
資

源
の
利
用
方
法
の
検
証
な
ど
の
試
験
研
究

を
行
い
ま
す
。
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牛
マ
ル
キ
ン

（
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
）

～
交
付
状
況
～

桜
の
花
も
い
よ
い
よ
見
納
め
が
近
づ
い

た
4
月
中
旬
、
厚
木
市
内
で
神
奈
川
畜
産

交
流
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
は
牛
、
豚
、
鶏
の
畜

種
の
垣
根
を
超
え
、
生
産
者
、
畜
産
関
係

者
、
神
奈
川
県
畜
産
振
興
議
員
顧
問
団
か

ら
森
正
明
団
長
（
平
塚
市
）、
田
中
信
次

幹
事
長
（
横
浜
市
泉
区
）
の
22
名
が
参
加
、

当
日
は
大
雨
と
落
雷
が
予
想
さ
れ
る
中
、

皆
様
の
日
々
の
行
い
な
の
か
、
熱
い
願
い

が
通
じ
た
の
か
、
奇
跡
的
に
終
始
雨
に
も

雷
に
も
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
プ
レ
ー

を
通
じ
て
楽
し
く
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

第
2
部
の
懇
親
会
は
厚
木
市
内
の
酔
笑

苑
に
場
所
を
移
し
、
後
発
隊
も
含
め
22
名

が
参
加
、
神
奈
川
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
処
理

さ
れ
た
新
鮮
な
ホ
ル
モ
ン
に
舌
鼓
を
打
ち

つ
つ
、
大
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
　

神
奈
川
県
畜
産
振
興
会
の
志
澤
勝
会
長

か
ら
、「
畜
産
農
家
が
減
っ
て
い
け
ば
、

残
さ
れ
た
畜
産
農
家
が
地
域
で
経
営
を
存

続
し
て
い
く
こ
と
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な

る
。
厳
し
い
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
ベ
ン
チ

マ
ー
キ
ン
グ
に
取
組
み
、
経
営
を
良
く
す

る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
い
っ
た
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

同
会
長
か
ら
の
発
案
で
、
出
席
者
全
員

が
そ
れ
ぞ
れ
神
奈
川
の
畜
産
に
対
す
る
熱

い
思
い
を
披
露
し
、「
消
費
地
に
あ
る
神

畜
種
間
交
流
が
活
性
化
！

奈
川
の
畜
産
は
日
本
の
畜
産
の
縮
図
と
考

え
て
お
り
、
将
来
の
た
め
に
も
神
奈
川
が

頑
張
る
こ
と
が
大
事
だ
」、「
畜
産
は

3
6
5
日
家
畜
に
向
き
合
う
仕
事
な
の
だ

か
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
儲
け
が
伴
わ
な
い

と
畜
産
を
や
り
た
い
と
い
う
人
は
出
て
こ

な
い
」、「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
頑
張
っ
て
い
る
畜
産
農
家
こ
そ
し
っ
か

り
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
」
な
ど
、

1
時
間
以
上
に
わ
た
り
次
々
と
繰
り
出
さ

れ
る
本
音
に
都
度
拍
手
喝
采
が
わ
き
起
こ

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
直
売
所
の
設
置
が
叶
わ
な
い
」、

「
神
奈
川
で
は
相
続
税
が
ネ
ッ
ク
で
子
へ

の
継
承
が
叶
わ
ず
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い

実
態
が
あ
る
」
と
い
っ
た
切
実
な
思
い
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

議
員
顧
問
団
か
ら
は
、
田
中
幹
事
長
か

ら
令
和
6
年
度
環
境
農
政
常
任
委
員
会
委

員
長
と
し
て
飼
料
米
や
乳
製
品
加
工
製
造

販
売
施
設
を
調
査
し
耕
畜
連
携
や
地
産
地

消
に
係
る
取
組
の
推
進
に
繋
げ
た
こ
と
の

ご
報
告
が
あ
り
、
森
団
長
か
ら
、「
課
題

に
は
短
期
的
に
対
応
す
る
部
分
と
中
長
期

的
に
対
応
す
る
部
分
が
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
し
っ
か
り
考
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な

い
」、「
牛
の
こ
と
は
養
豚
農
家
に
は
わ
か

ら
な
い
、
他
も
し
か
り
。
皆
さ
ん
は
専
門

家
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
究
め
て
ほ

し
い
」、「
現
場
を
知
る
こ
と
が
大
事
。
現

場
訪
問
を
企
画
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

交
流
会
は
1

日
が
か
り
の
長

丁
場
で
し
た
が
、

出
席
し
た
皆
さ

ん
の
表
情
は
充

実
感
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

交
流
会
を
成
功

裡
に
導
か
れ
た

幹
事
の
彦
坂
誠

神
奈
川
中
央
養

鶏
農
業
協
同
組

合
組
合
長
は
じ
め
企
画
に
携
わ
っ
た
皆
様

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
こ
う
し

た
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。�

（
畜
産
会
　
髙
尾
）

令
和
七
年
一
月
～
二
月
交
付
金
、
概
算
払
い

単
価
（
肥
育
牛
一
頭
当
た
り
）

〇
肉
専
用
種

　
一
月�

二
八
、七
〇
〇
・
三
円

　
二
月�

交
付
な
し

〇
交
雑
種

　
一
月�

交
付
な
し

　
二
月�

交
付
な
し

〇
乳
用
種

　
一
月�

四
六
、二
三
八
・
六
円

　
二
月�

二
五
、二
三
四
・
四
円

�

（
畜
産
会
　
倉
迫
）
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分
析
等
を
行
い
ま
す
。

畜
産
経
営
の
健
全
な
発
展
を
推
進
す
る

た
め
、
生
産
・
経
営
技
術
指
導
を
行
う
ほ

か
、
家
畜
商
・
家
畜
人
工
授
精
師
免
許
交

付
事
務
及
び
畜
産
業
振
興
事
業
等
の
受
託

事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

2 

畜
産
飼
料
対
策
関
係

�

　1
、2
6
8
千
円

飼
料
製
造
業
者
等
へ
の
指
導
及
び
飼
料

の
分
析
検
査
等
を
行
う
と
と
も
に
畜
産
農

家
へ
の
適
正
使
用
指
導
を
行
う
ほ
か
、
配

合
飼
料
価
格
安
定
対
策
事
業
に
対
し
て
補

助
し
ま
す
。

3 

生
乳
流
通
改
善
調
整
事
業
関
係

�

　3
、3
6
8
千
円

良
質
な
生
乳
の
生
産
振
興
の
推
進
等
に

対
し
て
補
助
す
る
と
と
も
に
、
加
工
原
料

乳
生
産
者
補
給
金
制
度
の
適
正
な
運
営
を

図
り
ま
す
。

4 

食
肉
鶏
卵
流
通
改
善
事
業
関
係

�

　8
、8
6
9
千
円

鶏
卵
の
価
格
安
定
対
策
事
業
及
び
養
豚

経
営
安
定
資
金
の
造
成
に
対
し
て
補
助
し

ま
す
。

5 

酪
農
活
性
化
推
進
事
業
関
係

�

　5
、1
9
5
千
円

酪
農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
酪
農

関
係
団
体
と
連
携
し
、
経
済
性
を
重
視
し

た
後
継
牛
確
保
の
た
め
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
若
者
の

県
内
酪
農
業
へ
の
就
職
を
促
進
す
る
た

め
、
県
内
高
校
生
等
の
牧
場
に
お
け
る
実

践
的
研
修
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。

6 

畜
産
経
営
環
境
整
備
事
業
関
係

�

　6
、1
3
1
千
円

家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正
処
理
を
指
導
す

る
と
と
も
に
、
開
放
豚
舎
の
気
流
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
臭
気
を
集
約
す
る

方
法
や
効
率
よ
く
脱
臭
す
る
方
法
を
検
討

し
ま
す
。

7 

元
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
関
係

�

　5 

5
、6
1
5
千
円

大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
跡
地
の
適
正
な

管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
牧
道
を
県
営
林

道
に
移
管
す
る
た
め
、
県
営
林
道
と
し
て

利
用
者
が
安
全
に
利
用
し
、
県
が
確
実
に

管
理
で
き
る
よ
う
、
安
全
施
設
の
設
置
等
、

確
定
し
た
規
格
に
基
づ
き
工
事
を
実
施

し
、
県
営
林
道
に
移
管
し
ま
す
。

8 

養
豚
対
策
関
係

�

　3 

8
、0
7
0
千
円

養
豚
経
営
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
造
成
し
た
優
れ
た

能
力
を
持
つ
系
統
豚
を
活
用
し
た
豚
肉
の

銘
柄
化
を
進
め
ま
す
。

9 

畜
産
物
販
売
促
進
事
業
関
係

�

　6
、7
3
3
千
円

県
産
畜
産
物
の
評
価
を
高
め
販
路
拡
大

に
つ
な
げ
る
た
め
、
県
と
生
産
者
団
体
で

構
成
す
る
協
議
会
に
お
い
て
、
認
知
度
向

上
に
資
す
る
情
報
発
信
力
の
強
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
県
産
肉
用
鶏
「
か
な
が

わ
鶏
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
向
け
た

取
組
な
ど
、
県
産
畜
産
物
の
出
口
戦
略
を

推
進
し
ま
す
。

10 

耕
畜
連
携
推
進
事
業
費

�

　1 

8
、3
8
4
千
円

畜
産
農
家
と
耕
種
農
家
の
連
携
（
耕
畜

連
携
）
を
推
進
し
、
良
質
堆
肥
の
生
産
、

供
給
態
勢
構
築
や
耕
種
農
家
に
よ
る
飼
料

作
物
栽
培
体
系
の
実
証
を
行
う
と
と
も

に
、
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
高
付
加
価
値

化
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

11 

家
畜
保
健
衛
生
費

�

　2
3
2
、0
0
0
千
円

口
蹄
疫
や
ヨ
ー
ネ
病
等
の
家
畜
伝
染
病

の
発
生
予
防
及
び
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た

め
、
検
査
や
指
導
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
迅
速
か
つ
的
確
な
初
動
防
疫
を
実
施

し
、
ま
ん
延
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

家
畜
の
慢
性
疾
病
対
策
や
畜
産
物
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
畜
産
農
家
へ
の
衛

生
対
策
指
導
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
医

薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及

び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
動
物
用
医
薬
品
の
適
正
な
製
造
・
販

売
等
の
監
視
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
獣

医
師
法
や
獣
医
療
法
に
基
づ
く
適
切
な
獣

医
療
を
提
供
す
る
事
業
に
対
す
る
補
助
や

獣
医
師
等
へ
の
指
導
監
督
を
行
い
ま
す
。

12 

特
定
家
畜
伝
染
病
対
策
事
業
費

�

　1
3
7
、6
9
1
千
円

�

（
家
畜
保
健
衛
生
費
の
内
数
）

家
畜
伝
染
病
の
う
ち
、
発
生
時
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
特
定
家
畜
伝
染
病
（
豚

熱
、
口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
）

に
つ
い
て
、
農
場
の
飼
養
衛
生
管
理
の
強

化
等
に
よ
り
、
県
内
に
お
け
る
発
生
予
防

を
図
る
と
と
も
に
、
万
が
一
発
生
し
た
際

に
備
え
た
体
制
の
充
実
・
強
化
を
行
い
ま

す
。

13 

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
費

�

　1
4
9
、4
1
6
千
円

高
能
力
家
畜
の
改
良
増
殖
を
図
る
た
め

の
O
P
U
等
の
受
精
卵
移
植
技
術
や
、

都
市
と
調
和
し
た
畜
産
経
営
を
行
う
た
め

の
畜
舎
排
水
の
高
度
処
理
技
術
、
牛
由
来

の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
有
効
な
地
域
資

源
の
利
用
方
法
の
検
証
な
ど
の
試
験
研
究

を
行
い
ま
す
。
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牛
マ
ル
キ
ン

（
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
）

～
交
付
状
況
～

桜
の
花
も
い
よ
い
よ
見
納
め
が
近
づ
い

た
4
月
中
旬
、
厚
木
市
内
で
神
奈
川
畜
産

交
流
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
は
牛
、
豚
、
鶏
の
畜

種
の
垣
根
を
超
え
、
生
産
者
、
畜
産
関
係

者
、
神
奈
川
県
畜
産
振
興
議
員
顧
問
団
か

ら
森
正
明
団
長
（
平
塚
市
）、
田
中
信
次

幹
事
長
（
横
浜
市
泉
区
）
の
22
名
が
参
加
、

当
日
は
大
雨
と
落
雷
が
予
想
さ
れ
る
中
、

皆
様
の
日
々
の
行
い
な
の
か
、
熱
い
願
い

が
通
じ
た
の
か
、
奇
跡
的
に
終
始
雨
に
も

雷
に
も
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
プ
レ
ー

を
通
じ
て
楽
し
く
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

第
2
部
の
懇
親
会
は
厚
木
市
内
の
酔
笑

苑
に
場
所
を
移
し
、
後
発
隊
も
含
め
22
名

が
参
加
、
神
奈
川
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
処
理

さ
れ
た
新
鮮
な
ホ
ル
モ
ン
に
舌
鼓
を
打
ち

つ
つ
、
大
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
　

神
奈
川
県
畜
産
振
興
会
の
志
澤
勝
会
長

か
ら
、「
畜
産
農
家
が
減
っ
て
い
け
ば
、

残
さ
れ
た
畜
産
農
家
が
地
域
で
経
営
を
存

続
し
て
い
く
こ
と
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な

る
。
厳
し
い
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
ベ
ン
チ

マ
ー
キ
ン
グ
に
取
組
み
、
経
営
を
良
く
す

る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
い
っ
た
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

同
会
長
か
ら
の
発
案
で
、
出
席
者
全
員

が
そ
れ
ぞ
れ
神
奈
川
の
畜
産
に
対
す
る
熱

い
思
い
を
披
露
し
、「
消
費
地
に
あ
る
神

畜
種
間
交
流
が
活
性
化
！

奈
川
の
畜
産
は
日
本
の
畜
産
の
縮
図
と
考

え
て
お
り
、
将
来
の
た
め
に
も
神
奈
川
が

頑
張
る
こ
と
が
大
事
だ
」、「
畜
産
は

3
6
5
日
家
畜
に
向
き
合
う
仕
事
な
の
だ

か
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
儲
け
が
伴
わ
な
い

と
畜
産
を
や
り
た
い
と
い
う
人
は
出
て
こ

な
い
」、「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
頑
張
っ
て
い
る
畜
産
農
家
こ
そ
し
っ
か

り
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
」
な
ど
、

1
時
間
以
上
に
わ
た
り
次
々
と
繰
り
出
さ

れ
る
本
音
に
都
度
拍
手
喝
采
が
わ
き
起
こ

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
直
売
所
の
設
置
が
叶
わ
な
い
」、

「
神
奈
川
で
は
相
続
税
が
ネ
ッ
ク
で
子
へ

の
継
承
が
叶
わ
ず
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い

実
態
が
あ
る
」
と
い
っ
た
切
実
な
思
い
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

議
員
顧
問
団
か
ら
は
、
田
中
幹
事
長
か

ら
令
和
6
年
度
環
境
農
政
常
任
委
員
会
委

員
長
と
し
て
飼
料
米
や
乳
製
品
加
工
製
造

販
売
施
設
を
調
査
し
耕
畜
連
携
や
地
産
地

消
に
係
る
取
組
の
推
進
に
繋
げ
た
こ
と
の

ご
報
告
が
あ
り
、
森
団
長
か
ら
、「
課
題

に
は
短
期
的
に
対
応
す
る
部
分
と
中
長
期

的
に
対
応
す
る
部
分
が
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
し
っ
か
り
考
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な

い
」、「
牛
の
こ
と
は
養
豚
農
家
に
は
わ
か

ら
な
い
、
他
も
し
か
り
。
皆
さ
ん
は
専
門

家
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
究
め
て
ほ

し
い
」、「
現
場
を
知
る
こ
と
が
大
事
。
現

場
訪
問
を
企
画
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

交
流
会
は
1

日
が
か
り
の
長

丁
場
で
し
た
が
、

出
席
し
た
皆
さ

ん
の
表
情
は
充

実
感
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

交
流
会
を
成
功

裡
に
導
か
れ
た

幹
事
の
彦
坂
誠

神
奈
川
中
央
養

鶏
農
業
協
同
組

合
組
合
長
は
じ
め
企
画
に
携
わ
っ
た
皆
様

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
こ
う
し

た
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。�

（
畜
産
会
　
髙
尾
）

令
和
七
年
一
月
～
二
月
交
付
金
、
概
算
払
い

単
価
（
肥
育
牛
一
頭
当
た
り
）

〇
肉
専
用
種

　
一
月�

二
八
、七
〇
〇
・
三
円

　
二
月�

交
付
な
し

〇
交
雑
種

　
一
月�

交
付
な
し

　
二
月�

交
付
な
し

〇
乳
用
種

　
一
月�

四
六
、二
三
八
・
六
円

　
二
月�

二
五
、二
三
四
・
四
円

�

（
畜
産
会
　
倉
迫
）
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飼料価格の高騰対策のため、市販配合飼料に未利用資源(エコフィード)を添加し、採卵鶏

へ給与した際の生産性、卵質、鶏卵売上高及び飼料費への影響を検討しました。
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図２ 鶏種別 給与飼料のパスタ混合割合と鶏卵売上高及び飼料費の試算（円／羽）

採採卵卵鶏鶏へへののエエココフフィィーードド((パパススタタ))をを
利利用用ししたた飼飼料料費費のの低低減減方方法法

配合飼料へのパスタ混合は、生産性は低下しますが、飼料費を抑制することができます｡
今回の試験結果では、ジュリアライトにパスタ10％混合飼料の給与が、生産性への影響が
少なく、収支を確保できることが判りました。 （畜産技術センター 佐々木駿）

対照区と比較して、10%区では産卵率、日産卵量、卵黄色が低下し、15％区では産卵率、卵重、日

産卵量、卵黄色、卵殻強度が低下しました。また、破卵率は、BBでは15％区が増加しましたが、ＪＬ

では差がありませんでした（表１）。

期間中の鶏卵売上高及び飼料費は、BB、JLとも対照区＞10%区＞1５%区の順に高く、収支（鶏卵

売上高と飼料費の差）はBB、JLとも1５%区＞10%区＞対照区の順に大きくなりました （図２）。

結 果

試験方法

期 間：令和６年５月1７日～１１月２９日（25～52週齢）

方 法：成鶏用配合飼料（対照区）にパスタを10％（10％区）及び15％（15％区）を混合した飼

料をボリスブラウン（ＢＢ）及びジュリアライト（ＪＬ）に給与し、生産性、卵質、期間中

の鶏卵売上高及び飼料費を比較しました。

エコフィード原料の調製

パスタ製造工場で、パスタの押出成形する際に発生する水分約

30％の規格外品を屋内でほぐし､工場扇を用い約50時間送風して

乾燥させ､水分約10％としたものを製粉機で１㎝前後に粉砕して

飼料に混合しました （図１）。

おしだしせいけい

表１ 鶏種別 給与飼料のパスタ混合割合と生産性及び卵質

赤数字は:対照区と有意差があります。

鶏種 試験区
飼料摂取量
(g/羽/日)

産卵率
（％）

卵重
（ｇ）

日産卵量
（ｇ）

飼料
要求率

卵黄色
卵殻強度
（㎏/㎠）

破卵率
（％）

対照区 111.7 93.0 62.0 57.7 1.93 14.1 4.57 4.5

１０％区 108.4 89.2 61.5 54.9 1.98 13.9 4.49 4.7

１５％区 106.0 89.2 60.8 54.3 1.96 13.7 4.32 6.9

対照区 109.1 98.4 61.0 60.0 1.82 13.9 5.16 3.1

１０％区 107.6 97.1 60.5 58.8 1.83 13.7 5.01 3.1

１５％区 109.0 97.3 59.5 57.9 1.88 13.7 5.06 2.6

ジュリア
ライト

ボリス
ブラウン

図１ 発生時及び粉砕後のパスタ規格外品

発生時

粉砕後
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肉
用
子
牛
生
産
者

補
給
金
制
度

赤
帽
と
は
荷
担
ぎ
の
人
だ
っ
た

話
し
合
い
は
根
競
べ

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

教
皇
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
12

年
前
の
枢
機
卿
の
互
選
に
よ
る
選
挙
で
は
な

か
な
か
決
ま
ら
ず
数
日
を

要
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
の
事

を
「
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ
」
と

言
う
ん
だ
そ
う
だ
け
ど
、
い
つ
で
も
な
か
な

か
決
ま
ら
な
い
の
で
、
日
本
語
の
「
根
競
べ
」

か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
き
っ
と
根
気

よ
く
、
争
わ
ず
に
話
を
煮
詰
め
て
結
論
を

出
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ア
メ
リ
カ

を
再
び
偉
大
な
国
に
す
る
た
め
と
称
し
て
日

本
や
中
国
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
等
々
に
過

大
な
関
税
負
担
等
を
要
求
し
て
い
る
。
相

手
国
に
高
い
関
税
を
か
け
た
ら
、
そ
の
品
物

を
購
入
す
る
ア
メ
リ
カ
市
民
が
物
価
高
騰

で
困
窮
す
る
だ
ろ
う
に
。
自
国
の
製
造
業

を
活
性
化
さ
せ
て
労
働
者

の
雇
用
を
拡
大
す
る
に
は

売
れ
る
製
品
を
製
造
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

相
手
国
の
製
品
価
格
を
関
税
に
よって
高
騰

さ
せ
て
自
国
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
よ
り
、

先
ず
相
手
に
売
れ
る
製
品
、
買
って
も
ら
え

る
物
品
を
作
る
努
力
か
ら
始
め
る
の
が
妥
当

で
は
な
い
の
か
。
し
か
も
、
そ
れ
を
穏
や
か

な
話
し
合
い
で
は
な
く
デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）

新
む
ら
す
ず
め

暑
熱
対
策
で
生
産
性
を
守
ろ
う

　
私
が
子
供
の
頃
か
ら
地
球
温
暖
化
は
重

大
な
問
題
だ
と
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近

は
特
に
夏
が
暑
く
、
さ
ら
に
長
く
な
っ
て
き

た
と
感
じ
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
令
和
2
年
に
報
告
さ
れ
た
デ
ー
タ

で
す
が
、
実
際
に
横
浜
市
の
年
平
均
気
温

は
1
0
0
年
間
あ
た
り
約
2
℃
も
上
昇
し
て

お
り
、
猛
暑
日
の
年
間
日
数
も
10
年
あ
た

り
約
0.2
日
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら

な
る
気
温
の
上
昇
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
気
温
が
上
が
る
と
家
畜
に
も
影
響
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
牛
も
豚
も
鶏
も
暑
さ
に

弱
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
豚
や
鶏
に
は
汗

腺
が
な
く
、
人
間
の
よ
う
に
汗
を
か
い
て
体

温
調
整
は
で
き
ま
せ
ん
。
繁
殖
豚
で
は
18
℃

前
後
、
採
卵
鶏
で
は
18
～
24
℃
が
適
温
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
牛
に
は
汗
腺
は
あ
り

ま
す
が
、
発
酵
胃
に
よ
る
熱
生
産
の
た
め
に

暑
さ
に
は
弱
く
、
乳
牛
で

は
5
～
20
℃
が
適
温
で
す
。

家
畜
が
体
温
調
整
で
き
る

限
界
の
温
度
を
超
え
る
と

急
激
に
体
温
が
上
昇
し
、

食
欲
減
退
、
受
胎
率
低
下
の
他
、
乳
牛
で

は
乳
質
悪
化
、
採
卵
鶏
で
は
卵
殻
質
低
下

を
招
き
、
ま
た
、
免
疫
力
が
低
下
す
る
こ
と

に
よ
り
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る
な
ど
生

産
性
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

家
保
だ
よ
り

死
に
直
結
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
大
事
な
の
は
①
畜
舎
の
温
度

を
下
げ
る
、
②
家
畜
の
体
感
温
度
を
下
げ
る
、

の
2
つ
で
す
。
①
の
畜
舎
の
温
度
を
下
げ
る

た
め
に
多
く
用
い
ら
れ
る

方
法
と
し
て
は
、
屋
根
か

ら
の
輻
射
熱
の
抑
制
で
す
。

屋
根
へ
の
断
熱
材
の
追
加

や
、
屋
根
表
面
の
塗
装
で

畜
舎
内
へ
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
伝
導
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
②
の
家
畜
の
体
感
温
度
を
下
げ

る
た
め
に
は
、
畜
舎
内
に
送
風
機
を
設
置
し

て
空
気
を
動
か
す
方
法
や
、ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

な
ど
を
設
置
し
て
水
を
蒸
発
さ
せ
る
こ
と
で

気
化
熱
を
利
用
し
熱
を
奪
う
方
法
を
組
み

合
わ
せ
て
使
う
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
①
②
だ
け
で
は
な
く
、
家
畜
が
飲

水
を
十
分
に
で
き
る
環
境
か
、
太
陽
の
光
か

ら
逃
げ
ら
れ
る
場
所
が
あ
る
環
境
か
、
餌

場
の
広
さ
が
充
分
に
あ
り
家
畜
が
自
由
に

採
食
で
き
る
環
境
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農

場
で
観
察
し
、
対
策
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
人
間
も
ぼ
ち
ぼ
ち
休
み
を
と
り
な
が
ら
、

家
畜
も
人
間
も
み
な
健
康
に
や
っ
て
い
く
こ

と
を
目
標
に
し
、
な
に
か
問
題
が
起
こ
っ
た

時
は
い
つ
で
も
家
畜
保
健
衛
生
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

�

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
・
宮
﨑
）

と
い
う
ト
ラ
ン
プ
の
期
限
付
き
の
脅
か
し
交

渉
で
は
、
じ
っ
く
り
と
（
根
競
べ
）
と
は
い

か
な
い
だ
ろ
う
。
世
界
の
諸
国
に
先
駆
け
て

日
本
が
手
始
め
に
赤
沢
経
済
再
生
相
が
向

き
あ
った
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
か
ら
「
M
E
G
A

（
米
国
を
再
び
偉
大
に
）」
と
書
か
れ
た
赤

い
帽
子
を
渡
さ
れ
、
被
ら
せ
ら
れ
た
。

そ
の
昔
、
汽
車
旅
行
で
、
駅
構
内
を
大

き
な
荷
物
を
担
い
で
運
ぶ
人
達
を
「
赤
帽

さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
。

赤
い
帽
子
を
被
っ
た
赤
沢
大
臣
！
お
一人

で
重
い
荷
物
を
担
が
な
い
で
、
赤
帽
ト
ラ
ン

プ
に
も
、
し
っ
か
り
と
重
い
荷
物
を
担
が
せ

て
や
ん
な
せ
ー
よ
。
で
も
、
そ
り
ゃ
ー
難
題

だ
な
ー
。

�

（
忠
九
朗
）

令
和
六
年
度
第
四
四
半
期
（
七
年
一
月

～
三
月
）
の
指
定
肉
用
子
牛
の
品
種
区
分

ご
と
の
平
均
売
買
価
格
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

黒
毛
和
種�

五
八
九
、七
〇
〇
円

交
雑
種�

三
八
九
、四
〇
〇
円

乳
用
種�

二
〇
五
、二
〇
〇
円

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保
証

基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共
に
上

回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給
金
の
交

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
畜
産
会
　
香
取
）



─6─

第693号　令和 7年 5月 1日（木曜日）

飼料価格の高騰対策のため、市販配合飼料に未利用資源(エコフィード)を添加し、採卵鶏

へ給与した際の生産性、卵質、鶏卵売上高及び飼料費への影響を検討しました。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

対照区 １０％区 １５％区

円
鶏卵売上高 飼料費

収支
５２２

収支
６５０

収支
７５８

ボボリリススブブララウウンン

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

対照区 １０％区 １５％区

円 鶏卵売上高 飼料費ジジュュリリアアラライイトト

収支
６７７

収支
８４３

収支
８７６

図２ 鶏種別 給与飼料のパスタ混合割合と鶏卵売上高及び飼料費の試算（円／羽）

採採卵卵鶏鶏へへののエエココフフィィーードド((パパススタタ))をを
利利用用ししたた飼飼料料費費のの低低減減方方法法

配合飼料へのパスタ混合は、生産性は低下しますが、飼料費を抑制することができます｡
今回の試験結果では、ジュリアライトにパスタ10％混合飼料の給与が、生産性への影響が
少なく、収支を確保できることが判りました。 （畜産技術センター 佐々木駿）

対照区と比較して、10%区では産卵率、日産卵量、卵黄色が低下し、15％区では産卵率、卵重、日

産卵量、卵黄色、卵殻強度が低下しました。また、破卵率は、BBでは15％区が増加しましたが、ＪＬ

では差がありませんでした（表１）。

期間中の鶏卵売上高及び飼料費は、BB、JLとも対照区＞10%区＞1５%区の順に高く、収支（鶏卵

売上高と飼料費の差）はBB、JLとも1５%区＞10%区＞対照区の順に大きくなりました （図２）。

結 果

試験方法

期 間：令和６年５月1７日～１１月２９日（25～52週齢）

方 法：成鶏用配合飼料（対照区）にパスタを10％（10％区）及び15％（15％区）を混合した飼

料をボリスブラウン（ＢＢ）及びジュリアライト（ＪＬ）に給与し、生産性、卵質、期間中

の鶏卵売上高及び飼料費を比較しました。

エコフィード原料の調製

パスタ製造工場で、パスタの押出成形する際に発生する水分約

30％の規格外品を屋内でほぐし､工場扇を用い約50時間送風して

乾燥させ､水分約10％としたものを製粉機で１㎝前後に粉砕して

飼料に混合しました （図１）。

おしだしせいけい

表１ 鶏種別 給与飼料のパスタ混合割合と生産性及び卵質

赤数字は:対照区と有意差があります。

鶏種 試験区
飼料摂取量
(g/羽/日)

産卵率
（％）

卵重
（ｇ）

日産卵量
（ｇ）

飼料
要求率

卵黄色
卵殻強度
（㎏/㎠）

破卵率
（％）

対照区 111.7 93.0 62.0 57.7 1.93 14.1 4.57 4.5

１０％区 108.4 89.2 61.5 54.9 1.98 13.9 4.49 4.7

１５％区 106.0 89.2 60.8 54.3 1.96 13.7 4.32 6.9

対照区 109.1 98.4 61.0 60.0 1.82 13.9 5.16 3.1

１０％区 107.6 97.1 60.5 58.8 1.83 13.7 5.01 3.1

１５％区 109.0 97.3 59.5 57.9 1.88 13.7 5.06 2.6

ジュリア
ライト

ボリス
ブラウン

図１ 発生時及び粉砕後のパスタ規格外品

発生時

粉砕後
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肉
用
子
牛
生
産
者

補
給
金
制
度

赤
帽
と
は
荷
担
ぎ
の
人
だ
っ
た

話
し
合
い
は
根
競
べ

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

教
皇
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
12

年
前
の
枢
機
卿
の
互
選
に
よ
る
選
挙
で
は
な

か
な
か
決
ま
ら
ず
数
日
を

要
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
の
事

を
「
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ
」
と

言
う
ん
だ
そ
う
だ
け
ど
、
い
つ
で
も
な
か
な

か
決
ま
ら
な
い
の
で
、
日
本
語
の
「
根
競
べ
」

か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
き
っ
と
根
気

よ
く
、
争
わ
ず
に
話
を
煮
詰
め
て
結
論
を

出
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ア
メ
リ
カ

を
再
び
偉
大
な
国
に
す
る
た
め
と
称
し
て
日

本
や
中
国
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
等
々
に
過

大
な
関
税
負
担
等
を
要
求
し
て
い
る
。
相

手
国
に
高
い
関
税
を
か
け
た
ら
、
そ
の
品
物

を
購
入
す
る
ア
メ
リ
カ
市
民
が
物
価
高
騰

で
困
窮
す
る
だ
ろ
う
に
。
自
国
の
製
造
業

を
活
性
化
さ
せ
て
労
働
者

の
雇
用
を
拡
大
す
る
に
は

売
れ
る
製
品
を
製
造
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

相
手
国
の
製
品
価
格
を
関
税
に
よって
高
騰

さ
せ
て
自
国
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
よ
り
、

先
ず
相
手
に
売
れ
る
製
品
、
買
って
も
ら
え

る
物
品
を
作
る
努
力
か
ら
始
め
る
の
が
妥
当

で
は
な
い
の
か
。
し
か
も
、
そ
れ
を
穏
や
か

な
話
し
合
い
で
は
な
く
デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）

新
む
ら
す
ず
め

暑
熱
対
策
で
生
産
性
を
守
ろ
う

　
私
が
子
供
の
頃
か
ら
地
球
温
暖
化
は
重

大
な
問
題
だ
と
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近

は
特
に
夏
が
暑
く
、
さ
ら
に
長
く
な
っ
て
き

た
と
感
じ
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
令
和
2
年
に
報
告
さ
れ
た
デ
ー
タ

で
す
が
、
実
際
に
横
浜
市
の
年
平
均
気
温

は
1
0
0
年
間
あ
た
り
約
2
℃
も
上
昇
し
て

お
り
、
猛
暑
日
の
年
間
日
数
も
10
年
あ
た

り
約
0.2
日
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら

な
る
気
温
の
上
昇
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
気
温
が
上
が
る
と
家
畜
に
も
影
響
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
牛
も
豚
も
鶏
も
暑
さ
に

弱
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
豚
や
鶏
に
は
汗

腺
が
な
く
、
人
間
の
よ
う
に
汗
を
か
い
て
体

温
調
整
は
で
き
ま
せ
ん
。
繁
殖
豚
で
は
18
℃

前
後
、
採
卵
鶏
で
は
18
～
24
℃
が
適
温
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
牛
に
は
汗
腺
は
あ
り

ま
す
が
、
発
酵
胃
に
よ
る
熱
生
産
の
た
め
に

暑
さ
に
は
弱
く
、
乳
牛
で

は
5
～
20
℃
が
適
温
で
す
。

家
畜
が
体
温
調
整
で
き
る

限
界
の
温
度
を
超
え
る
と

急
激
に
体
温
が
上
昇
し
、

食
欲
減
退
、
受
胎
率
低
下
の
他
、
乳
牛
で

は
乳
質
悪
化
、
採
卵
鶏
で
は
卵
殻
質
低
下

を
招
き
、
ま
た
、
免
疫
力
が
低
下
す
る
こ
と

に
よ
り
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る
な
ど
生

産
性
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

家
保
だ
よ
り

死
に
直
結
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
大
事
な
の
は
①
畜
舎
の
温
度

を
下
げ
る
、
②
家
畜
の
体
感
温
度
を
下
げ
る
、

の
2
つ
で
す
。
①
の
畜
舎
の
温
度
を
下
げ
る

た
め
に
多
く
用
い
ら
れ
る

方
法
と
し
て
は
、
屋
根
か

ら
の
輻
射
熱
の
抑
制
で
す
。

屋
根
へ
の
断
熱
材
の
追
加

や
、
屋
根
表
面
の
塗
装
で

畜
舎
内
へ
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
伝
導
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
②
の
家
畜
の
体
感
温
度
を
下
げ

る
た
め
に
は
、
畜
舎
内
に
送
風
機
を
設
置
し

て
空
気
を
動
か
す
方
法
や
、ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

な
ど
を
設
置
し
て
水
を
蒸
発
さ
せ
る
こ
と
で

気
化
熱
を
利
用
し
熱
を
奪
う
方
法
を
組
み

合
わ
せ
て
使
う
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
①
②
だ
け
で
は
な
く
、
家
畜
が
飲

水
を
十
分
に
で
き
る
環
境
か
、
太
陽
の
光
か

ら
逃
げ
ら
れ
る
場
所
が
あ
る
環
境
か
、
餌

場
の
広
さ
が
充
分
に
あ
り
家
畜
が
自
由
に

採
食
で
き
る
環
境
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農

場
で
観
察
し
、
対
策
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
人
間
も
ぼ
ち
ぼ
ち
休
み
を
と
り
な
が
ら
、

家
畜
も
人
間
も
み
な
健
康
に
や
っ
て
い
く
こ

と
を
目
標
に
し
、
な
に
か
問
題
が
起
こ
っ
た

時
は
い
つ
で
も
家
畜
保
健
衛
生
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

�

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
・
宮
﨑
）

と
い
う
ト
ラ
ン
プ
の
期
限
付
き
の
脅
か
し
交

渉
で
は
、
じ
っ
く
り
と
（
根
競
べ
）
と
は
い

か
な
い
だ
ろ
う
。
世
界
の
諸
国
に
先
駆
け
て

日
本
が
手
始
め
に
赤
沢
経
済
再
生
相
が
向

き
あ
った
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
か
ら
「
M
E
G
A

（
米
国
を
再
び
偉
大
に
）」
と
書
か
れ
た
赤

い
帽
子
を
渡
さ
れ
、
被
ら
せ
ら
れ
た
。

そ
の
昔
、
汽
車
旅
行
で
、
駅
構
内
を
大

き
な
荷
物
を
担
い
で
運
ぶ
人
達
を
「
赤
帽

さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
。

赤
い
帽
子
を
被
っ
た
赤
沢
大
臣
！
お
一人

で
重
い
荷
物
を
担
が
な
い
で
、
赤
帽
ト
ラ
ン

プ
に
も
、
し
っ
か
り
と
重
い
荷
物
を
担
が
せ

て
や
ん
な
せ
ー
よ
。
で
も
、
そ
り
ゃ
ー
難
題

だ
な
ー
。

�
（
忠
九
朗
）

令
和
六
年
度
第
四
四
半
期
（
七
年
一
月

～
三
月
）
の
指
定
肉
用
子
牛
の
品
種
区
分

ご
と
の
平
均
売
買
価
格
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

黒
毛
和
種�

五
八
九
、七
〇
〇
円

交
雑
種�

三
八
九
、四
〇
〇
円

乳
用
種�

二
〇
五
、二
〇
〇
円

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保
証

基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共
に
上

回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給
金
の
交

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
畜
産
会
　
香
取
）
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5月 23日（金）募集締切　（一社）神奈川県畜産会　職員募集のお知らせ
予定人数
採用予定
応募資格

給 与 等

勤務時間
休 暇
選考試験

問合せ先

1名
令和 8年 4月 1日
新卒者　�大学院、大学で畜産技術を学び令和8年
　　　　�3月までに卒業又は終了見込の方
既卒者　�大学院、大学で畜産技術を学び卒業して� �

いること
　　　　�平成 9年 4月 2日以降に生まれていること
給与月額　260,060 円（調整手当含む）　　賞与　年2回（6月、12月）
畜産関係に従事していた場合、給与月額は経験年数に応じ本会の規定により定めます。
諸手当：通勤手当、住宅手当、扶養手当、時間外手当ほか　
午前8時 30分～午後5時 15分　休　　日　土曜日、日曜日、祝日、年末年始
有給・夏季・特別休暇　　　　　　福利厚生　健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険
第1次試験（書類選考）
　募集締切　令和7年5月23日（金）
　提出物　　履歴書、卒業（又は卒業見込み）証明書、教授等の推薦書
　　　　　　成績証明書及び職務経歴書（既卒者のみ）
　合格発表　令和7年 6月中旬
第2次試験（小論文、適正検査、面接）
　論文　　　令和7年 7月 7日（月）必着
　適正検査・最終面接　　令和7年 7月中旬～下旬を予定
電話　045－ 761－ 4191（担当：香取）

詳細は募集要項（畜産会HP）
をご覧ください

公
益
社
団
法
人
横
浜
市
獣
医
師
会
相
談

役
（
元
会
長
）
井
上
亮
一
氏
が
、
令
和
6

年
秋
の
叙
勲
に
て
「
旭
日
雙
光
章
」
受
章

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
令
和
7
年
2
月
24
日

（
月
・
祝
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
に

て
受
章
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
来
賓

と
し
て
出
席
さ
れ
た
山
中
市
長
を
始
め
、

ご
臨
席
の
1
4
3
名
が
井
上
氏
の
栄
誉
を

祝
し
、
大
い
に
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

井
上
氏
は
、
獣
医
師
・
獣
医
療
に
関
す

る
功
績
、
横
浜
市
と
獣
医
師
会
と
の
協
働

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
横
浜
市
の
動

物
愛
護
行
政
に
係
る
新
た
な
事
業
の
発
足

に
協
力
し
た
功
績
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
理
念

の
普
及
を
推
進
し
た
功
績
、
ま
た
、
産
業

動
物
の
畜
産
振
興
及
び
畜
産
農
家
の
衛
生

指
導
に
協
力
さ
れ
て
き
た
功
績
に
よ
り
、

名
誉
あ
る
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
あ
い
さ
つ
で
は
　
井
上
氏
か
ら
、

「
獣
医
事
功
労
に
よ
り
旭
日
雙
光
章
の

栄
に
浴
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
指

導
と
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
回
の
叙
勲
は
私
個
人
で
は
な

く
、
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
る

井
上
亮一氏
、
旭
日
雙
光
章
を

受
章
さ
れ
、
受
章
記
念
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
る

こ
と
の
無
い
よ
う
、
獣
医
師
と
し
て
精
進

し
今
後
と
も
職
責
を
果
た
し
社
会
貢
献
に

尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。」
と
の
ご

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
畜
産
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
家
畜
伝
染
病
に
関
す
る
県

と
の
連
携
な
ど
、
本
県
の
畜
産
振
興
に
も

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
井
上
氏
の

受
章
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
畜
産
会
　
髙
尾
）


